
除菌作業 住宅編

検査⽅法：ATPふきあげ検査測定
ATP測定法（ATPそくていほう）とは、すべての⽣物の細胞内に存在するATP
（アデノシン三リン酸）を酵素などと組み合わせて発光させ、その発光量

（Relative Light Unit；RLU）を測定する⽅法のことである。

細胞内の存在するATPは、酵素であるルシフェラーゼなどと反応させることによ
り発光する。この発光量はATP量が多いほど発光量（Relative Light Unit；RLU）
が増す。この⽅法を利⽤して、外⾷産業や医療機関などでは器具の汚染調査、清
浄度調査などに利⽤されている。これは、細菌や残渣などの汚染物質が残ってい
るとATPが存在し、発光することによりモニタリング法として適切な衛⽣管理が
⾏うことができるとされている。なお、この検査⽅法は、厚⽣労働省監修の「⾷
品衛⽣検査指針微⽣物編2004」にも掲載されている。

使⽤液剤：パナセア 50ｐｐｍ−200ppm
使⽤機器：パナセアドライフォガー
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２ 除菌作業⽅法
⼿順❶
• ドライフォガートスプレーを使い、万遍なく全体に噴霧。
• 噴霧時間や⾯積は噴霧⽬安表を参照してください。
⼿順❷
• ウェス等を使いふきあげ
• 噴霧がいきわたらない所はスプレータイプの液剤も使いふきあげ
• 噴霧だけでも⼗分に効果が検証できるが、よく⼿の触れる部分は
⼗分にウェスにパナセアを湿らせ拭き上げをすることでさらに効果が
得られることが検証できました。



３ 除菌作業検証結果

1107➡ 128 ➡ 5

650 ➡ 32

325 ➡ 9

1098 ➡ 70

• ドライフォガーを使い拭き上げをすることで確実に菌の減少が
確認された。
例：電気スイッチが1107RLUドライフォガーで噴霧後128RLU
さらに拭き上げをすることにより ５RLU まで数値が下がった。
• 使⽤液剤のエビデンス（別紙参照）のとおり臭いも無くなり
清潔に保たれた。



４．注意事項

• 使⽤後に⽩く粉のようなものが残る場合は⽔拭きまたは空拭きでふき取ってくだ
さい。

• 消臭に関しては、素材そのものの匂いは消えません。匂いの発する物質その物を
取り除いてください。

• 他製品との混合は⼀切⾏わないでください。
• ⽬に⼊った場合は⽔で洗い流してください。
• ⼝に⼊った場合は⽔を飲み希釈してください。
• 各種エビデンスは下記QRコードからご参照ください。


